
【個別施設計画総括表】

１ 計画期間 令和3年4月1日から令和37年3月31日まで

※必要に応じ適宜見直しを実施

２ 対象施設 本個別施設計画での対象施設は、次に示す施設とする。

No. 分類

1 庁舎等

2 庁舎等

3 消防施設

4 消防施設

5 消防施設

6 消防施設

7 消防施設

8 消防施設

9 消防施設

10 消防施設

11 消防施設

12 消防施設

13 消防施設

14 消防施設

15 消防施設

16 消防施設

17 消防施設

18 消防施設

19 消防施設

20 その他行政系施設

21 その他行政系施設

22 その他行政系施設

23 その他行政系施設

24 その他行政系施設

稚内消防団第９分団(町内会館併設)

稚内消防団第10分団

エネルギーセンター

稚内消防団第11分団

稚内消防団第12分団

稚内消防団第13分団

稚内消防団第14分団

ヤムワッカナイ無線中継局舎

現状維持

現状維持

現状維持

施設名

市役所

稚内市役所 沼川支所

消防合同庁舎

消防署訓練塔

稚内消防団第１分団

稚内消防団第２分団(北防会館内)

稚内消防団第３分団

稚内消防団第４分団

稚内消防団第５分団

稚内消防団第６分団(町内会館併設)

稚内消防団第７分団

稚内消防団第８分団 現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

更新

稚内市公共施設等総合管理計画に基づく

「個別施設計画」（行政系施設）

更新

現状維持

現状維持

現状維持

基本的な方針

更新

現状維持

現状維持

現状維持

更新

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

勇知除雪センター

重機センター

沼川除雪センター

増幌除雪センター



３ 管理に関する方針

【庁舎等】

市役所については令和3年度（2021年度）より更新に向けて整備が進められています。

【消防施設】

老朽化が進行し、対策の検討が必要な施設も多くなっています。人口減少、団員の高齢化等に伴

う消防団組織の今後のあり方を検討する中で、施設の今後についても必要に応じて議論していき

ます。

【その他行政系施設】

当面は、適正な維持管理を行い、既存施設を有効活用していきます。



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 1 用途分類 行政系施設 所管課 財務 担当
施設名称 市役所 所在地 稚内市中央3丁目13番15号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

施設配置状況
建物内施設 金融機関ATM1台・金融機関派出所・売店・理髪店・自動販売機数台
敷地内建物
管理形態 管理者

用途地域 建蔽率 容積率土地
敷地面積 所有形態 所有者名

その他規制

耐震性能
地上 7階 地下 非常用井戸

延床面積 7,531.00㎡ 築年月 昭和42年 主構造 鉄筋コンクリート
棟数 1棟 所有形態 所有者名

耐用年数 経過年数 54年

建築基準法第12条点検データ
防災倉庫 指定避難場所 指定避難所

ＡＥＤ
玄関 通路 階段

下水道 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

96台 原付・バイク 20台 自転車

建物内段差
ＷＣ ＥＶ 標示

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入

運営委託料

令和2年度 備考
使用料

58,628,627 79,063,318

指定管理料

計 0 0 0 0
その他

事業費

修繕費 2,387,675 2,301,372 2,450,208 1,829,707
光熱水費 13,896,219 12,881,953 12,339,385 11,680,805

施設管理委託料 37,107,504 36,673,344 37,483,256 38,737,380

使用料・賃借料 4,192,860 4,169,100 4,083,658 3,967,567

人件費
工事費 1,965,600 4,017,600 0 21,560,000

建物保険料

その他 3,400,263 2,613,163 2,272,120 1,287,859

収支 金額 -62,950,121 -62,656,532 -58,628,627 -79,063,318

支出

計 62,950,121 62,656,532



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

(1)集約・複合化の検討について

新庁舎の建設は、令和５年度より着工が開始され、令和７年秋頃に供用開始される見込みである。なお、現在の庁舎

は、老朽化が著しく改修箇所も多いが、新庁舎が供用開始されるまで、最低限の維持補修を行うこととする。



６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針

現庁舎は、新庁舎が供用開始される令和７年秋頃までの見込み

R5 新庁舎改築工事 2,245,000

R6 新庁舎改築工事 2,373,000

R3

R4

R9

R10

R7 新庁舎改築工事・旧庁舎解体工事 1,720,000

R8 新庁舎改築工事 312,000

R13

R14

R11

R12

合 計 6,650,000

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 427,767 955,044 427,006 388,209

収支 金額 -644,405 -1,180,725 -969,971 -605,723

支出

計 864,205 1,397,525

使用料・賃借料 196,633 196,633 196,879 197,125

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 0 0 0 0

0 0 0 0

修繕費 0 10,000 311,040 0
光熱水費 155,025 151,068 142,131 134,689

施設管理委託料 84,780 84,780 85,565 86,350

1,162,621 806,373

0
指定管理料 0 0 0 0

計 219,800 216,800 192,650 200,650
その他 10,000 10,000 10,000 10,000

事業費

190,650

令和2年度 備考
使用料 0 0 5,000 0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 209,800 206,800 177,650

運営委託料 0 0 0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 空港ターミナル 施設までの所要時間（分） 25分
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

6台 原付・バイク 自転車 10台

○対応済 建物内段差 △一部対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ
玄関 △一部対応 通路 ○対応済 階段

○対応済

下水道 − 合併浄化槽 22人槽 単独浄化槽

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

耐震性能 旧耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 162.00㎡ 築年月 平成2年9月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市 所有者名

耐用年数 22年 経過年数 31年

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率土地
敷地面積 1,031.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

施設配置状況
建物内施設 市役所支所、市立稚内病院診療所
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 稚内市役所 沼川支所 所在地 稚内市大字声問村字沼川

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市支所設置条例
稚内市病院事業の設置などに関する条例

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 2 用途分類 行政系施設 所管課 沼川支所 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

未検討

近隣には、コミュニティセンター、天北小中学校があるが、コミュニティセンターは老朽化が目立つうえ、管理的な面

からも集約は難しいと考えられる。

(2)公民連携の検討について

支所機能だけであれば、宗谷支所の例からも地域の民間との連携は検討する余地があるものと考えられるが、診療所機

能を兼ね備えるとなると施設規模の観点からも難しいことが予想される。

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

未検討

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

現在、築３０年を超えている施設であるが、著しい劣化は見当たらない。水回り設備の改修を行なえば、当面はこのま

までもよい。

ただし、法定耐用年数を超えていることから、この後２０年も３０年ももつものとは思えないので、その際は建て替え

などが必要になると思われる。

(1)集約・複合化の検討について

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

稼働率

利用可能コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

12 6,772,500 支所改修（玄関・傾斜路）
年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R11

R12

R9

R10

R7

R8

R5

R6

R3

R4

大規模な改修は行わなくてもいいと思うが、今後１０年以内には水回りを再点検・再構築する必要があると考えてい

る。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

法定耐用年数２２年（木造・モルタル造）を経過しているが、著しい損傷は見受けられないので、状況を見ながら判断

したい

４ 管理上の課題等

年数経過とともに見えない部分の劣化が出てくる恐れがあり、維持費が増えてくることは予想される。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 3 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 消防合同庁舎 所在地 稚内市港5丁目1番37号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防本部及び消防署設置条例

施設配置状況
建物内施設 コミュニティ消防センター
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 稚内地区消防事務組合消防本部

市ほか
用途地域 準工業地域 建蔽率 60% 容積率 200%土地
敷地面積 3,864.15㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 新耐震
地上 2階 地下 1階 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 2,980.90㎡ 築年月 平成10年9月 主構造 鉄筋コンクリート
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 50年 経過年数 22年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

○対応済

下水道 ○ 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 消防署前 施設までの所要時間（分） 1分
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

65台 原付・バイク 自転車

×未対応 建物内段差 ×未対応
ＷＣ △一部対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

35,037,288 12,754,315

0
指定管理料 0 0 0 0

計 112,000 119,000 123,000 104,000
その他 112,000 119,000 123,000 104,000

事業費 0 0 0 0

修繕費 1,177,000 879,000 1,763,000 1,020,459
光熱水費 6,744,884 6,484,551 6,722,488 5,870,856

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 423,900 76,680 85,800 308,000

人件費 0 0 0 0
工事費 0 4,103,000 22,426,000 1,958,000

建物保険料 29,000 29,000 29,000 29,000

その他 3,881,000 3,695,000 4,011,000 3,568,000

収支 金額 -12,143,784 -15,148,231 -34,914,288 -12,650,315

支出

計 12,255,784 15,267,231



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容
12 6,772,500 支所改修（玄関・傾斜路）

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

可 市民以外利用者使用料等割増 無
使用料等徴収 無 使用料等減免基準 無 使用料等減免基準名称

利用条件

年間会館日数 240 定員 100人 市民以外利用

休館日 １月２日から１月５日まで及び12月31日。土曜日、日曜日及び祝日
利用者属性

利用可能コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

(1)集約・複合化の検討について

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について



デジタル無線 直流電源装置（200A） 1,900

指令台無停電電源装置バッテリー交換 2,500

地下ステンレスドア交換工事 6,083

渦巻きポンプ交換修理（循環ポンプ交換） 916

R6 車両排ガス装置交換 3,340

デジタル無線 直流電源装置（300A） 2,420

３ 目標使用年数

本施設は鉄筋コンクリート造であり、建築より22年が経過している。

鉄筋コンクリート造の耐用年数が50年であることから今後28年使用を予定する。

４ 管理上の課題等

老朽化に伴い、雨漏り等各設備の故障・不具合が散見される。

５ 管理に関する実施方針

R5 高圧受電設備更新工事５期目 4,829

老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3 高圧受電設備更新工事３期目 1,312 支出済額

R4 高圧受電設備更新工事４期目 7,018 支出確定額

デジタル無線 管理監視制御装置 4,125 支出確定額

デジタル無線 ネットワーク装置 2,300

R8 デジタル無線 基地局用空中線共用器 2,300

R7 ボイラー交換 17,017

デジタル無線 無線回線制御装置 28,750

デジタル無線 同軸避雷器 288

消防緊急通信指令システム更新 250,000

R9 デジタル無線 回線伝送装置 8,004

R10 デジタル無線 遠隔制御装置 2,875

デジタル無線 卓上型可搬無線装置 1,955

デジタル無線 卓上受令機 920

合 計 349,887

デジタル無線 耐雷トランス 1,035



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 4 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 消防署訓練塔 所在地 稚内市港5丁目1番37号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防本部及び消防署設置条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 準工業地域 建蔽率 60% 容積率 200%土地
敷地面積 3,864.15㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 新耐震
地上 7階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 185.76㎡ 築年月 平成10年12月 主構造 鉄筋コンクリート
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 50年 経過年数 22年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 −無 通路 ×未対応 階段

−無

下水道 ○ 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 消防署前 施設までの所要時間（分） 3分
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

65台 原付・バイク 自転車

×未対応 建物内段差 ×未対応
ＷＣ −無 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

89,000 36,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 0 0 86,000 33,000
光熱水費 0 0 0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 3,000 3,000 3,000 3,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -3,000 -3,000 -89,000 -36,000

支出

計 3,000 3,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は鉄筋コンクリート造であり、建築より22年が経過している。

鉄筋コンクリート造の耐用年数が50年であることから今後28年使用を予定する。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3

R4 訓練塔安全ネット 1,030 支出済額

R9

R10

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 1,030

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 5 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第１分団 所在地 稚内市中央4丁目2番4号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 商業地域 建蔽率 80% 容積率 400%土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 旧耐震
地上 3階 地下 ー 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 336.15㎡ 築年月 昭和41年5月 主構造 鉄筋コンクリート
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 50年 経過年数 55年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

−無

下水道 ○ 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 稚内駅 施設までの所要時間（分） 5分
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

×未対応 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

185,000 185,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 200,000 200,000 184,000 184,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 1,000 1,000 1,000 1,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -201,000 -201,000 -185,000 -185,000

支出

計 201,000 201,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

消防団分団地域の再編に向けた検討を行う。

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

 老朽化が進行しているため、消防団分団地域の再編に向けた検討を行ったのち、施設については廃止または規模縮小

し改築を行う。

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は鉄筋コンクリート造であり、建築より55年が経過している。

令和10年まで必要に応じて補修を行う。

４ 管理上の課題等

老朽化による雨漏り、給水管の漏水があり、都度対処している。

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3

R4

R9

R10 改築工事 50,000

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 50,000

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 6 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第２分団(北防会館内) 所在地 稚内市宝来1丁目5番28号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 近隣商業地域 建蔽率 80% 容積率 300%土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 旧耐震
地上 2階 地下 − 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 104.49㎡ 築年月 昭和53年12月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 24年 経過年数 42年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

−無

下水道 ○ 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 神社前 施設までの所要時間（分） 3分
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

×未対応 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

269,000 324,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 9,000 5,000 2,000 1,000
その他 9,000 5,000 2,000 1,000

事業費 0 0 0 0

修繕費 281,000 0 0 54,000
光熱水費 285,000 285,000 264,000 265,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 5,000 5,000 5,000 5,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -562,000 -285,000 -267,000 -323,000

支出

計 571,000 290,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

現状、北防会館と併設

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

緊急時の対応に適した立地であり、今後も継続利用する。

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は木造であり、建築より42年が経過している。

補修等、維持管理を行い⾧寿命化を図る

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3

R4

R9

R10

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 7 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第３分団 所在地 稚内市朝日1丁目2番

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 第一種住居地域 建蔽率 60% 容積率 200%土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 新耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 146.61㎡ 築年月 平成6年12月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 24年 経過年数 26年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

−無

下水道 ○ 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 萩見５バス停 施設までの所要時間（分） 3分
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

8台 原付・バイク 自転車

−無 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

159,000 160,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 150,000 150,000 149,000 150,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 9,000 10,000 10,000 10,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -159,000 -160,000 -159,000 -160,000

支出

計 159,000 160,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

緊急時の対応に適した立地であり、今後も継続利用する。

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は木造であり、建築より26年が経過している。

補修等、維持管理を行い⾧寿命化を図る

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3

R4

R9

R10

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 8 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第４分団 所在地 稚内市声問3丁目4番31号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 旧耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 72.90㎡ 築年月 昭和49年3月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 24年 経過年数 47年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

−無

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

−無 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

72,000 72,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 0 429,000 0 0
光熱水費 69,000 69,000 70,000 70,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 2,000 2,000 2,000 2,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -71,000 -500,000 -72,000 -72,000

支出

計 71,000 500,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

管轄地域の中心部に位置し、緊急時の対応に適した立地であることから、今後も継続利用する。

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

外壁の剥離による危険性を考慮し、毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は木造であり、建築より47年が経過している。

補修等、維持管理を行い⾧寿命化を図る

４ 管理上の課題等

老朽化に伴い、外壁のひび割れにより外気が侵入している。また、屋根が塩害により腐食している。

５ 管理に関する実施方針

R5

R6 外壁・屋根補修工事 10,000

R3

R4

R9

R10

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 10,000

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 9 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第５分団 所在地 稚内市大字声問村字上声問原野

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率土地
敷地面積 388.80㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 旧耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 145.00㎡ 築年月 昭和47年11月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 24年 経過年数 48年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

○対応済

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

−無 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

138,000 138,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 129,000 129,000 132,000 132,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 6,000 6,000 6,000 6,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -135,000 -135,000 -138,000 -138,000

支出

計 135,000 135,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

利用可能コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

 管轄地域の中心部に位置し、緊急時の対応に適した立地であることから、規模縮小を検討しつつ、同一箇所への建て

替えを行う。

(1)集約・複合化の検討について

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について



３ 目標使用年数

本施設は木造であり、建築より48年が経過している。

補修等、維持管理を行い⾧寿命化を図る

４ 管理上の課題等

老朽化に伴い、屋根の雨漏りが発生している。また、車庫内土間のクラックが大きく、対処が必要。

このほか、女性団員が多数いることからトイレの水洗化の要望が上がっている。

５ 管理に関する実施方針

R3

R4

老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R5

R6 屋根補修工事 15,000

トイレ水洗化工事 1,500

R9

R10

R7

R8

合 計 16,500

R15

R16

R13

R14

R11

R12



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 10 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第６分団(町内会館併設) 所在地 稚内市大字抜海村字バッカイ

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 旧耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 34.00㎡ 築年月 昭和53年11月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 24年 経過年数 42年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

○対応済

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

−無 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

91,000 92,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 48,000 0 0 0
光熱水費 87,000 87,000 88,000 89,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 3,000 3,000 3,000 3,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -138,000 -90,000 -91,000 -92,000

支出

計 138,000 90,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

町内会館と併設されている。

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

管轄地域の中心部に位置し、緊急時の対応に適した立地であることから、今後も継続利用する。

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は木造であり、建築より42年が経過している。

補修等、維持管理を行い⾧寿命化を図る

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3

R4

R9

R10

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 11 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第７分団 所在地 稚内市大字抜海村字上ユーチ原野

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 旧耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 72.90㎡ 築年月 昭和53年7月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 24年 経過年数 42年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

○対応済

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

−無 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

105,000 106,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 100,000 100,000 101,000 102,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 4,000 4,000 4,000 4,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -104,000 -104,000 -105,000 -106,000

支出

計 104,000 104,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

管轄地域の中心部に位置し、緊急時の対応に適した立地であることから、今後も継続利用する。

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は木造であり、建築より42年が経過している。

補修等、維持管理を行い⾧寿命化を図る

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3

R4

R9

R10

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 12 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第８分団 所在地 稚内市富士見4丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 旧耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 58.32㎡ 築年月 昭和50年11月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 24年 経過年数 45年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

×未対応

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

−無 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

54,000 54,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 50,000 50,000 51,000 51,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 3,000 3,000 3,000 3,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -53,000 -53,000 -54,000 -54,000

支出

計 53,000 53,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

管轄地域の中心部に位置し、緊急時の対応に適した立地であることから、今後も継続利用する。

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は木造であり、建築より45年が経過している。

補修等、維持管理を行い⾧寿命化を図る。

４ 管理上の課題等

塩害による屋根の腐食及び外壁のひび割れが進行している。

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3

R4

R9

R10 屋根改修工事 2,000

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 2,000

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 13 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第９分団(町内会館併設) 所在地 稚内市大字声問村字上声問

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 新耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 69.66㎡ 築年月 平成4年8月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 24年 経過年数 28年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

○対応済

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

−無 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

158,000 156,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 69,000 73,000 64,000 62,000
その他 69,000 73,000 64,000 62,000

事業費 0 0 0 0

修繕費 0 0 3,000 0
光熱水費 160,000 160,000 151,000 152,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 4,000 4,000 4,000 4,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -95,000 -91,000 -94,000 -94,000

支出

計 164,000 164,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

管轄地域の中心部に位置し、緊急時の対応に適した立地であることから、今後も継続利用する。

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は木造であり、建築より28年が経過している。

補修等、維持管理を行い⾧寿命化を図る。

４ 管理上の課題等

老朽化による屋根及び外壁の修繕を要する

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3 屋根の補修工事 300

R4

R9

R10

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 300

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 14 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第10分団 所在地 稚内市大字宗谷村字宗谷

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 旧耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 72.90㎡ 築年月 昭和54年6月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 24年 経過年数 42年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

○対応済

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

−無 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

1,075,000 82,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 324,000 0 993,000 0
光熱水費 77,000 77,000 78,000 78,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 4,000 4,000 4,000 4,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -405,000 -81,000 -1,075,000 -82,000

支出

計 405,000 81,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

 管轄地域の中心部に位置し、緊急時の対応に適した立地であることから、今後も継続利用する。なお、管轄分団より

塩害による施設の老朽化が激しいことから更新の要望があり、経過観察を行いつつ建て替え時期を模索する。

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は木造であり、建築より42年が経過している。

補修等、維持管理を行い⾧寿命化を図る。

４ 管理上の課題等

塩害による施設の老朽化により修繕を要する。

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3

R4

R9

R10 屋根及び外壁の補修工事 5,000

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 5,000

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 15 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第11分団 所在地 稚内市大字宗谷村字富磯

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 新耐震
地上 2階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 80.19㎡ 築年月 平成6年1月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 24年 経過年数 27年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

○対応済

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

×未対応 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

77,000 77,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 429,000 50,000 0 0
光熱水費 74,000 74,000 73,000 73,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 4,000 4,000 4,000 4,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -507,000 -128,000 -77,000 -77,000

支出

計 507,000 128,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

管轄地域の中心部に位置し、緊急時の対応に適した立地であることから、今後も継続利用する。

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は木造であり、建築より27年が経過している。

補修等、維持管理を行い⾧寿命化を図る。

４ 管理上の課題等

塩害による施設の老朽化により修繕を要する。

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3

R4

R9

R10 屋根及び外壁の補修工事 5,000

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 5,000

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 16 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第12分団 所在地 稚内市宗谷岬

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 新耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 72.90㎡ 築年月 昭和60年5月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 24年 経過年数 36年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

○対応済

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

−無 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

76,000 76,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 75,000 75,000 72,000 72,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 4,000 4,000 4,000 4,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -79,000 -79,000 -76,000 -76,000

支出

計 79,000 79,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

管轄地域の中心部に位置し、緊急時の対応に適した立地であることから、今後も継続利用する。

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は木造であり、建築より36年が経過している。

補修等、維持管理を行い⾧寿命化を図る。

４ 管理上の課題等

塩害による施設の老朽化により修繕を要する。

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3

R4

R9

R10 屋根及び外壁の補修工事 5,000

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 5,000

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 17 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第13分団 所在地 稚内市大字声問村字マクベツ

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 新耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 97.20㎡ 築年月 平成12年11月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 24年 経過年数 20年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

○対応済

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

−無 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

148,000 146,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 11,000 0 2,000 0
光熱水費 131,000 131,000 140,000 140,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 6,000 6,000 6,000 6,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -148,000 -137,000 -148,000 -146,000

支出

計 148,000 137,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

管轄地域の中心部に位置し、緊急時の対応に適した立地であることから、今後も継続利用する。

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は木造であり、建築より20年が経過している。

補修等、維持管理を行い⾧寿命化を図る。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3

R4

R9

R10

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 18 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 稚内消防団第14分団 所在地 稚内市大字宗谷村字東浦

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 新耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 34.02㎡ 築年月 平成6年1月 主構造 木造
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 24年 経過年数 27年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

○対応済

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

−無 建物内段差 ×未対応
ＷＣ ×未対応 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

27,000 44,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 0 22,000 0 17,000
光熱水費 25,000 25,000 25,000 25,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 1,000 2,000 2,000 2,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -26,000 -49,000 -27,000 -44,000

支出

計 26,000 49,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

管轄地域の中心部に位置し、緊急時の対応に適した立地であることから、今後も継続利用する。

(1)集約・複合化の検討について



老朽化した設備の補修を進めつつ維持管理を行う。

毎年施設調査を行い、経過観察を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は木造であり、建築より27年が経過している。

補修等、維持管理を行い⾧寿命化を図る。

４ 管理上の課題等

塩害による施設の老朽化により修繕が必要。屋根に関しては強風時に屋根が剥脱して周囲に危害を及ぼす可能性がある

ため、早急な対応が必要。

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3 屋根の補修工事(応急処置) 370 支出済額

R4 屋根の補修工事 1,546 支出済額

R9

R10

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 1,916

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 19 用途分類 行政系施設 所管課 総務予防 総務Ｇ 担当
施設名称 ヤムワッカナイ無線中継局舎 所在地 稚内市大字稚内村字ヤムワッカナイ

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内地区消防事務組合消防団条例

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

耐震性能 新耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

市ほか
延床面積 18.00㎡ 築年月 平成28年3月 主構造 鉄骨
棟数 1棟 所有形態 市ほか 所有者名

耐用年数 30年 経過年数 5年

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 −無 階段

−無

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

−無 建物内段差 ×未対応
ＷＣ −無 ＥＶ −無 標示 ×未対応

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料 0 0 0 0

717,000 278,000

0
指定管理料 0 0 0 0

計 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

修繕費 0 0 440,000 0
光熱水費 287,000 287,000 272,000 273,000

施設管理委託料 0 0 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0
工事費 0 0 0 0

建物保険料 5,000 5,000 5,000 5,000

その他 0 0 0 0

収支 金額 -292,000 -292,000 -717,000 -278,000

支出

計 292,000 292,000



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

消防無線の中継局として、継続利用する。

(1)集約・複合化の検討について



６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

本施設は鉄骨造であり、建築より５年が経過している。

耐用年数まで使用を予定する。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3

R4

R9

R10

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 20 用途分類 行政系施設 所管課 担当
施設名称 エネルギーセンター 所在地 稚内市中央3丁目13番18号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 管理者

用途地域 建蔽率 容積率土地
敷地面積 所有形態 所有者名

その他規制

耐震性能
地上 2階 地下 非常用井戸

延床面積 453.00㎡ 築年月 昭和58年 主構造 鉄骨
棟数 1棟 所有形態 所有者名

耐用年数 経過年数 38年

建築基準法第12条点検データ
防災倉庫 指定避難場所 指定避難所

ＡＥＤ
玄関 通路 階段

下水道 合併浄化槽 単独浄化槽

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

建物内段差
ＷＣ ＥＶ 標示

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入

運営委託料

令和2年度 備考
使用料

157,653,916 148,187,300

指定管理料

計 0 0 0 0
その他

事業費

修繕費 458,676 888,300 1,025,120 641,300
光熱水費 105,543,622 113,148,293 112,548,767 104,279,400

施設管理委託料 36,015,840 33,995,160 35,261,980 36,124,000

使用料・賃借料

人件費
工事費 41,002,200 42,569,280 4,788,600 2,750,000

建物保険料

その他 3,543,630 3,529,903 4,029,449 4,392,600

収支 金額 -186,563,968 -194,130,936 -157,653,916 -148,187,300

支出

計 186,563,968 194,130,936



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数

利用者数
稼働率

利用可能コマ数

利用コマ数
稼働率

利用可能コマ数

市立稚内病院の使用が8割を占めているため市立稚内病院の更新があった場合は検討する

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

設備機器等都度更新しながら施設については現状維持

(1)集約・複合化の検討について



６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

３ 目標使用年数

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針

R5

R6

R3

R4

R9

R10

R7

R8

R13

R14

R11

R12

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他

収支 金額 0 0 0 0

支出

計 0 0

使用料・賃借料

建物保険料

人件費

0 0

事業費
施設管理委託料

工事費

修繕費
光熱水費

備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入

その他

指定管理料

0 00

建物

原付・バイク 自転車

−無 標示 −無

建築基準法第12条点検データ

運営委託料

使用料

計 0

令和2年度

×未対応 通路 ×未対応 階段
ＥＶ

無
防災倉庫

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽
−無 建物内段差 −無

ＷＣ
利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

バリアフリー

等対応状況 ×未対応 ＡＥＤ
玄関

− 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

無

土地
敷地面積 2,474.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか

棟数 1棟 所有形態

耐震性能 旧耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸

45年 経過年数 31年

市ほか市 所有者名

耐用年数
延床面積 300.00㎡ 築年月 平成3年12月 主構造 鉄筋コンクリート

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物 事務所兼車庫１棟
管理形態 直営

用途地域 用途地域外 建蔽率 40% 容積率 100%

管理者 市

施設名称 勇知除雪センター 所在地 大字抜海村字ユーチ原野

設置根拠
条例・規則・

要綱等

担当

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 21 用途分類 行政系施設 所管課 土木 事業推進



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(2)公民連携の検討について

考えていない。

考えていない。

利用可能コマ数 1コマ 1コマ
1コマ1コマ

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

考えていない。

(4)国・道との協働の検討について

冬期除雪用機械の保管場所及び除雪作業者の待機場所となっており、永続の維持管理が必要である。

(1)集約・複合化の検討について

中心地から離れた漁業集落や農村部の除雪作業を行うため、機械保管や作業者の待機場所となっており

除雪作業の効率の観点から建物の集約は難しい。前記のとおり、保管場所や待機場所としての使用が

基本的な方針 現状維持

待機室

利用者数 5人 5人 5人

利用コマ数 1コマ

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

定員 市民以外利用

平成29年度 平成30年度 令和1年度

1コマ 1コマ
1コマ

令和2年度

市民以外利用者使用料等割増

5人 5人
4ヵ年平均

利用可能コマ数

休館日
利用者属性

使用料等徴収 無 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

1コマ 1コマ

可 無

利用条件

年間会館日数

年度 金額 内容 年度 金額 内容



R14

合 計 0

R15

R16

R12

R10

R13

R11

R9

R8

R6

R4

R3

３ 目標使用年数

各施設主要部分は鉄筋コンクリート造りで耐用年数は60年であるので、耐用年数を目標としている。

５ 管理に関する実施方針

大規模改修の予定はなし。破損箇所があった場合は、都度補修を行う。

R7

R5

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

６ 管理に関する実施計画

４ 管理上の課題等

特になし



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 4 増幌汚泥引き抜き

収支 金額 -448 -454 -452 -693

支出

計 448 454

使用料・賃借料

建物保険料
0 0 0 242 重機照明・火災報知器取替工事

人件費

452 693

事業費
施設管理委託料

工事費

沼川・勇知・増幌センター含む

修繕費
452 447光熱水費 448 454

備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入

その他

指定管理料

0 00

建物

原付・バイク 自転車

−無 標示 −無

建築基準法第12条点検データ

運営委託料

使用料

計 0

令和2年度

×未対応 通路 ×未対応 階段
ＥＶ

無
防災倉庫

駐車場 自動車

−無

下水道 ○ 合併浄化槽 単独浄化槽
−無 建物内段差 −無

ＷＣ
利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

バリアフリー

等対応状況 ×未対応 ＡＥＤ
玄関

− 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

無

土地
敷地面積 6,875.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか

棟数 2棟 所有形態

耐震性能 旧耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸

45年 経過年数 43年

市ほか市 所有者名

耐用年数
延床面積 875.00㎡ 築年月 昭和52年11月 主構造 鉄筋コンクリート

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物 事務所１棟 車庫1棟
管理形態 直営

用途地域 用途地域外 建蔽率 40% 容積率 100%

管理者 市

施設名称 重機センター 所在地 朝日3丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

担当

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 22 用途分類 行政系施設 所管課 土木 事業推進



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(2)公民連携の検討について

考えていない。

考えていない。

利用可能コマ数 1コマ 1コマ
1コマ1コマ

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

考えていない。

(4)国・道との協働の検討について

冬期除雪用機械の保管場所及び除雪作業者の待機場所となっており、永続の維持管理が必要である。

(1)集約・複合化の検討について

中心地から離れた漁業集落や農村部の除雪作業を行うため、機械保管や作業者の待機場所となっており

除雪作業の効率の観点から建物の集約は難しい。前記のとおり、保管場所や待機場所としての使用が

基本的な方針 現状維持

待機室

利用者数 10人 10人 10人

利用コマ数 1コマ

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

定員 市民以外利用

平成29年度 平成30年度 令和1年度

1コマ 1コマ
1コマ

令和2年度

市民以外利用者使用料等割増

10人 10人
4ヵ年平均

利用可能コマ数

休館日
利用者属性

使用料等徴収 無 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

1コマ 1コマ

可 無

利用条件

年間会館日数

年度 金額 内容 年度 金額 内容



R14

合 計 0

R15

R16

R12

R10

R13

R11

R9

R8

R6

R4

R3

３ 目標使用年数

各施設主要部分は鉄筋コンクリート造りで耐用年数は60年であるので、耐用年数を目標としている。

５ 管理に関する実施方針

大規模改修の予定はなし。破損箇所があった場合は、都度補修を行う。

R7

R5

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

６ 管理に関する実施計画

４ 管理上の課題等

特になし



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他

収支 金額 0 0 0 0

支出

計

使用料・賃借料

建物保険料

人件費

事業費
施設管理委託料

工事費

稚内重機センターに含む

修繕費
光熱水費

備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入

その他

指定管理料

0 00

建物

原付・バイク 自転車

−無 標示 −無

建築基準法第12条点検データ

運営委託料

使用料

計 0

令和2年度

×未対応 通路 ×未対応 階段
ＥＶ

無
防災倉庫

駐車場 自動車

−無

下水道 ○ 合併浄化槽 単独浄化槽
−無 建物内段差 −無

ＷＣ
利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

バリアフリー

等対応状況 ×未対応 ＡＥＤ
玄関

− 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

無

土地
敷地面積 1,126.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか

棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸

45年 経過年数 34年

市ほか市 所有者名

耐用年数
延床面積 324.00㎡ 築年月 昭和63年12月 主構造 鉄筋コンクリート

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物 事務所兼車庫１棟
管理形態 直営

用途地域 用途地域外 建蔽率 40% 容積率 100%

管理者 市

施設名称 沼川除雪センター 所在地 大字声問村字沼川

設置根拠
条例・規則・

要綱等

担当

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 23 用途分類 行政系施設 所管課 土木 事業推進



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(2)公民連携の検討について

考えていない。

考えていない。

利用可能コマ数 1コマ 1コマ
1コマ1コマ

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

考えていない。

(4)国・道との協働の検討について

冬期除雪用機械の保管場所及び除雪作業者の待機場所となっており、永続の維持管理が必要である。

(1)集約・複合化の検討について

中心地から離れた漁業集落や農村部の除雪作業を行うため、機械保管や作業者の待機場所となっており

除雪作業の効率の観点から建物の集約は難しい。前記のとおり、保管場所や待機場所としての使用が

基本的な方針 現状維持

待機室

利用者数 5人 5人 5人

利用コマ数 1コマ

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

定員 市民以外利用

平成29年度 平成30年度 令和1年度

1コマ 1コマ
1コマ

令和2年度

市民以外利用者使用料等割増

5人 5人
4ヵ年平均

利用可能コマ数

休館日
利用者属性

使用料等徴収 無 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

1コマ 1コマ

可 無

利用条件

年間会館日数

年度 金額 内容 年度 金額 内容



R14

合 計 0

R15

R16

R12

R10

R13

R11

R9

R8

R6

R4

R3

３ 目標使用年数

各施設主要部分は鉄筋コンクリート造りで耐用年数は60年であるので、耐用年数を目標としている。

５ 管理に関する実施方針

大規模改修の予定はなし。破損箇所があった場合は、都度補修を行う。

R7

R5

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

６ 管理に関する実施計画

４ 管理上の課題等

特になし



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他

収支 金額 0 0 0 0

支出

計

使用料・賃借料

建物保険料

人件費

事業費
施設管理委託料

工事費

稚内重機センターに含む

修繕費
光熱水費

備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入

その他

指定管理料

0 00

建物

原付・バイク 自転車

−無 標示 −無

建築基準法第12条点検データ

運営委託料

使用料

計 0

令和2年度

×未対応 通路 ×未対応 階段
ＥＶ

無
防災倉庫

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽
−無 建物内段差 −無

ＷＣ
利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

バリアフリー

等対応状況 ×未対応 ＡＥＤ
玄関

− 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

無

土地
敷地面積 457.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか

棟数 1棟 所有形態

耐震性能 旧耐震
地上 1階 地下 - 非常用井戸

45年 経過年数 29年

市ほか市 所有者名

耐用年数
延床面積 220.00㎡ 築年月 平成5年12月 主構造 鉄筋コンクリート

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物 事務所兼車庫１棟
管理形態 直営

用途地域 用途地域外 建蔽率 40% 容積率 100%

管理者 市

施設名称 増幌除雪センター 所在地 大字声問村字マクベツ

設置根拠
条例・規則・

要綱等

担当

施設個票
１ 施設の概要
施設番号 24 用途分類 行政系施設 所管課 土木 事業推進



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(2)公民連携の検討について

考えていない。

考えていない。

利用可能コマ数 1コマ 1コマ
1コマ1コマ

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

考えていない。

(4)国・道との協働の検討について

冬期除雪用機械の保管場所及び除雪作業者の待機場所となっており、永続の維持管理が必要である。

(1)集約・複合化の検討について

中心地から離れた漁業集落や農村部の除雪作業を行うため、機械保管や作業者の待機場所となっており

除雪作業の効率の観点から建物の集約は難しい。前記のとおり、保管場所や待機場所としての使用が

基本的な方針 現状維持

待機室

利用者数 5人 5人 5人

利用コマ数 1コマ

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

定員 市民以外利用

平成29年度 平成30年度 令和1年度

1コマ 1コマ
1コマ

令和2年度

市民以外利用者使用料等割増

5人 5人
4ヵ年平均

利用可能コマ数

休館日
利用者属性

使用料等徴収 無 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

1コマ 1コマ

可 無

利用条件

年間会館日数

年度 金額 内容 年度 金額 内容



R14

合 計 0

R15

R16

R12

R10

R13

R11

R9

R8

R6

R4

R3

３ 目標使用年数

各施設主要部分は鉄筋コンクリート造りで耐用年数は60年であるので、耐用年数を目標としている。

５ 管理に関する実施方針

大規模改修の予定はなし。破損箇所があった場合は、都度補修を行う。

R7

R5

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

６ 管理に関する実施計画

４ 管理上の課題等

特になし


